
 
 

２００９年２月２４日 
シトロエン、新しいブランドロゴと戦略を発表 

 
創業から９０年、シトロエンは創業者アンドレ・シトロエンの誕生日である２月５日に、 

世界３４カ国で同時に新しいブランド戦略を発表しました。 

これは現在の変化の激しい市場の中で、シトロエンブランドをさらに強いものとし、価値

を高める事によって、新しいお客様を獲得していこうというものです。 

 

シトロエンは新たなビジュアル・アイデンティティ、新たなお客様との関係、そして新た

なモデルラインアップを含む総合的なブランド戦略を始動させていきます。 

 

新しいブランドロゴ 

 

 

 

 

 

 

ジャン・ピエール・プルエ率いるシトロエン マーケティング＆スタイリング チームと

ブランディング及び、デザインについて国際的な事業展開を行っている Landor 社との 

共同作業により、新しいロゴが完成しました。 

新ロゴでは、四角い枠がなくなり、伝統のダブルシェブロンもより立体的になっています。

この結果、開放感と力強さ、存在感が増しています。従来からの連続性を考慮し、新しい

ブランド名の文字には「赤」が使われていますが、色調は一新され、従来より深みを増し

ています。 

 

 

新ブランド シグネチュア 
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創造性と技術は、変わることのないシトロエンの強みです。 

シトロエンが求めるものは、技術のための技術ではなく、お客様の利益になるような技術

です。シトロエンには、既存の手法を繰り返すのではなく、自動車をゼロから見つめ直す

大胆さも備わっています。ハイドロマティック・サスペンション、前輪駆動、２ＣＶ、 

ＤＳ等々、枚挙にいとまがありません。 

この新しいブランドシグネチュアは、今後あらゆるメディア、広告宣伝、印刷物等に必ず

使用されます。 



広告宣伝 

新しい広告デザインは、下記のようなものとなる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブサイト 

今日大変多くのお客様が、ウェブサイトで下調べをしてから販売店に来場されます。 

ウェブサイトは今後、ウェブユーザーを近隣の販売店へご案内する羅針盤のような役割を

果たすことになるでしょう。既に欧州２０ヶ国のウェブサイトでは、新しいデザインの 

ウェブコミュニケーションが展開されています。 

 

 

シトロエン スポールからシトロエン レーシングへ 

モータースポーツに目を転じると、シトロエンは、これまでに世界ラリー選手権マニュ 

ファクチャラー部門で４度にわたり総合優勝を成し遂げ、ドライバー部門でもセバスチャ

ン ローブとダニエル エレナのコンビは、５度栄冠を獲得しています。 

ＷＲＣキプロス戦より、シトロエン スポールはシトロエン レーシングへと改称します。 

 

 

ネットワーク 

全世界のシトロエン ショウルームも新しいデザインが適用されます。そしてお客様との 

より良い関係作りを目指したプログラムが適用されていきます。 

 

 

 

 

 

 

 



新しい商品戦略 

昨今の多様化するニーズへの対応として、シトロエンでは新シリーズの開発を行っていま

す。これは実用的で経済的な賢い選択を車に求めるお客様のニーズがある一方、実用的で

ありながらステータス性があり、その車に乗ることによって、新しい自動車体験が出来る

ような製品を探しているお客様がいらっしゃる、という事実を踏まえてのものです。 

 

この要求に応えるべく新しいシリーズ、「ＤＳ」が発表されました。新シリーズを構成する

３車種はＢセグメント、Ｍ１セグメント、Ｍ２セグメントに属し、２０１０年から順次 

発売予定です。このＤＳシリーズの方向性を示すコンセプトカーとして、「ＤＳ Inside」

がジュネーブショウにて発表されます。シトロエンのＤＮＡを活かして新しい製品シリー

ズの位置付けを強化するため、この３つのモデルは「ＤＳ３」、「ＤＳ４」、「ＤＳ５」と 

呼ばれることになります。 

 

 

日本での展開 

現在、実行計画策定に向け鋭意作業中ですが、まずは４月中旬を目処に、出来るものから

随時導入し、６月末までに導入を図っていく予定です。 

拠点への導入計画は現時点では未定で、追って案内する予定です。 
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